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地震情報、大津波警報の発表状況
３／１１ １４：４６ 地震発生
震源地 三陸沖 マグニチュード８．８
震度７ 宮城県北部
震度６強 宮城県南部・中部、福島県中通り・浜通り、

茨城県北部・南部、栃木県北部・南部
震度６弱 岩手県沿岸南部・内陸北部・内陸南部、福島県会津、

群馬県南部、埼玉県南部、千葉県北西部、
震度５強 青森県三八上北、岩手県沿岸北部、千葉県北東部・南部、

東京都２３区、神奈川県東部、山梨県中部・西部、山梨県
東部・富士五湖他

大津波警報 １４：４９→随時追加発表
岩手県、宮城県、福島県、北海道太平洋沿岸、青森県、茨城県、千葉県、静岡県、和歌山
県、徳島県

津波警報
北海道太平洋沿岸中部、愛知県、三重県、高知県、宮崎県、愛媛県、大分県、鹿児島県、
沖縄県他

津波注意報
大阪府、兵庫県、岡山県、山口県、香川県、長崎県、熊本県他

１ 地震・津波の概要



（１）人的被害
死者：28名（岩手県12名、宮城県6名、茨城県4名ほか）
行方不明者：47名
負傷者：137名
（２）火災 60件（岩手10件、宮城13件など）
（３）交通
【鉄道】 東北・上越・北陸・東海道新幹線、JR東日本・東海在来線全線運転見合わせ
【空港】 閉鎖：仙台空港、成田、山形空港
【道路】 東北、関東地方で東北道、関越道、首都高、いわき道、京浜道ほかで多数通行止め

（４）ライフライン
【停電】 青森県、秋田県、岩手県、山形県、宮城県でほぼ全停電

・女川原子力発電所のﾀｰﾋﾞﾝﾋﾞﾙ火災 → 鎮火 ※放射線漏れなし

・福島第一原子発電所で原子炉を安全に冷やすための非常用の発電機がすべて
使えなくなり原子炉を継続して冷やす能力が十分にないと判断し、総理大臣
は原子力緊急事態宣言を発令 ※放射能漏れの恐れあり半径2km以内避難指示

【通信】 NTT東、KDDI、ｿﾌﾄﾊﾞﾝｸ、NTTﾄﾞｺﾓ、au通信規制（東北地方ほか）

(５)その他
福島県、岩手県内で土砂崩れ

２ 被害状況

出典：政府緊急災害対策本部まとめ（3/11 19:30現在）等



３ 政府の対応状況

・14時５０分 官邸対策室設置、緊急参集チーム招集
・１５時１４分 緊急災害対策本部設置
・15時３７分 第１回緊急災害対策本部開催
災害応急対策に関する基本方針

• １ 災害応急活動が円滑に行えるよう、関係省庁は情報の収集を迅速に行い、被害状況の把握に全力
を尽くす。

• ２ 人命の救助を第一に、以下の措置により被災者の救援・救助活動、消火活動等の災害応急活動に
全力を尽くす。

• （１）全国から被災地に、自衛隊の災害派遣部隊、警察広域緊急援助隊、緊急消防援助隊、海上保安庁
の部隊及びDMATを最大限派遣する。

• （２）応急対応に必要な人員、物資等の緊急輸送路を確保するため、高速道路や幹線道路等の通行路の
確保を図る。

• （３）救援・救助活動等の応急対策を適切に進めるため、必要に応じて航空情報の発出等により、関係機
関等の協力の下、被災地上空等における航空安全の確保を図る。

• ３ 被災地住民の生活の復旧等のため、電気、ガス、水道、通信等のライフラインや鉄道等の交通機関
の復旧に全力を挙げる。

• ４ 応急対応に必要な医療物資、食糧、飲料水、及び生活必需品、並びに緊急輸送路・ライフライン等の
復旧のための人員、物資を確保するため、全国から官民一体となった広域応援体制を確保する。

• ５ 被災地の住民をはじめ、国民や地方自治体、関係機関が適切に判断し行動できるよう的確に情報を
提供する。

・１６時００分 第二回緊急災害対策本部開催

・１８時００分 政府調査団を宮城県に派遣予定



４ 県の対応状況

１ 漁業関係

共和水産・・・・海外まき網は太平洋で操業中 → 特段の被害なし
1隻（第78光洋丸）が静岡で停舶中→ 傾いた程度で被害なし

沖合ｲｶ釣・・・・青森県八戸に２隻（（株）福栄の第2吉丸、第88吉丸）入港

→人的被害はなし

船舶被害は津波警報が出ており、確認できない状況

小型ｲｶ釣・・・・支所にも確認したが、山口辺りでの操業 → 特段の被害なし

※各漁協（支所）に地震・津波情報を伝達し、今後の情報に注意するようＦＡＸ送付



４ 県の対応状況

○ 県立学校関係 （教育総務課）

・関東以北へ出張・受験・旅行している教員、生徒（１５名）
→ １４名の安全確認

福島県への受験生１名確認中

○市町村
・関東以北へ出張・受験・旅行している教員、生徒（１０名）

→ ９名の安全確認
東京都への旅行教員１名確認中

○私学関係 （青少年・文教課）

・鳥大、環境大学、私立中高校、専修学校の関東以北への
研修、遠征、受験者等（１５名） →全員安全確認

・鳥取大学で東北出身の学生の安否確認中

・鳥取環境大学で関東以北出身学生（１０名）→９名安全確認



４ 県の対応状況

① 県職員の状況
県外出張者等（２９名）の確認 → 被害なし

② 県外本部の状況

○東京本部
→ 人的被害なし
都道府県会館は断水、エレベーター停止

○名古屋本部
→ 人的、建物被害なし

○関西本部
→ 人的、建物被害なし

「鳥取・因幡」観光物産ＰＲ事業を中止

文化祭ｉｎ西宮への参加を中止



４県の対応状況

鳥取ＤＭＡＴ派遣（陸路にて出動）

１７：４４出発 鳥大 ３人 現地２人（医師）

１８：０５出発 日赤 ６人（１チーム）

２０：２８出発 鳥大 ４人（２チーム目）

２１：００出発 県中 ９人（２チーム）



４ 県の対応状況

○航空隊
平成２３年３月１２日（土）
６：２０ 鳥取空港発 → 三重県津市 伊勢湾ヘリポート →

静岡市静岡ヘリポート → １０：３０ 埼玉本田へリポート到着予定

○県警
広域緊急援助隊 約３０名が現地に向けて出発
１８：１５ 西部
１９：００ 東部

○消防
各消防局要請があれば職員を召集後出動可能

１４隊 ５８人 車両 １５台



４ 県の対応状況

〔鳥取県職員災害応援隊〕
・要望に応じて迅速に対応できるよう人選中
※職員応援隊員登録者数３１７名

〔建築技師、土木技師、保健師等〕
・要望に応じて迅速に対応できるよう人選中



５ 公共交通機関の運行

（６）鳥取県関係
• ○空港
• ◆東北地方を中心とする空港及び成田空港の閉鎖
• ◆仙台空港
• ○津波の影響により、現在閉鎖中。
• ◆羽田空港
• ○全日空・日本航空

• →遅延・欠航・出発地への引き返しや他空港へ向かう等の運航に 影響が発生。
• 鳥取空港からの全便欠航
• 鉄道◆運転見合せ
• ○東京モレール
• ○京急線
• ○ＪＲ東日本全線
• ○ＪＲ東海道新幹線(東京駅～新大阪駅間)
• なお、名古屋～大阪間の下りのみ運行再開。
• ◆遅延

• ○山陽新幹線の列車に遅れが発生



県内公共交通の運行状況

○平常どおり運行◆若桜鉄道線

○平常どおり運行◆智頭急行線

○平常どおり運行◆ＪＲ因美線

○平常どおり運行◆ＪＲ境線

○運休
・寝台特急「サンライズ出雲」 東京(22:00)発→出雲市(9:58)着
・寝台特急「サンライズ出雲」 出雲市(18:55)発→東京(7:08)着

◆ＪＲ伯備線

○平常どおり運行◆ＪＲ山陰本線

摘要特急・急行普通・快速会社・線名

（１）鉄 道

１．公共交通機関の運行状況（運行日：３／１１（金））



※その他の高速バスは平常どおり運行予定。

【高速バス】

○運休(上下線)

○運休(上下線)

○運休(上下線)

【高速バス】
◆鳥取発着
・鳥取～東京便
◆倉吉発着
・倉吉～東京便
◆米子発着
・米子～東京便

【路線バス】
○平常どおり運行
○平常どおり運行
○平常どおり運行

【路線バス】
◆東部地区
◆中部地区
◆西部地区

摘要運行状況（見込み）高速・路線バスの路線名等

（２）バス



○欠航
・羽田→米子(817・819便)
・米子→羽田(818・820便)

○平常どおり運航

【米子鬼太郎空港】
◆米子～東京便

◆米子～ソウル便

○欠航
・羽田→鳥取(297・299便)
・鳥取→羽田(298便)

【鳥取空港】
◆鳥取～東京便

摘要運航状況（見込み）路線名

（３）航空便



５ 今後の対応

（１） 県の体制

・ 対策会議を設置し、事務局体制を整備(24時間10名体制）

・ 関係課が必要な体制を整備(水産課、医療政策課、交通政策課等）

・ 相談窓口の設置（０８５７－２６－７５８４）

（２） 安否確認と住民への情報提供

（３） 被災地の応援要請の確認と実施


